
第３講座「いのちの章典」の講義のようす

く　ら　し　と　医　療

　

私
の
家
の
敷
地

内
に
は
、
私
が
社

会
人
に
な
っ
て
建

て
た
現
在
の
自
宅

と
自
宅
を
建
て
る

前
に
住
ん
で
い
た

古
い
家
が
あ
り
ま
す
。

　

古
い
家
で
は
私
の
両
親
が
養

蚕
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
私
が

小
学
生
の
頃
は
養
蚕
が
盛
ん

で
、
玄
関
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
〝
上
り
は
な
（
土
間
か
ら

座
敷
な
ど
に
あ
が
っ
た
ば
か
り

の
所
）〞
の
縁
ま
で
蚕
が
い
ま

し
た
。
当
時
は
蚕
の
い
な
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
て
家
族
は
寝
る

と
い
う
生
活
で
し
た
。

　

高
校
生
の
頃
に
な
る
と
両
親

は
自
分
た
ち
の
体
力
に
見
合
っ

た
仕
事
量
に
養
蚕
を
減
ら
し
ま

し
た
。〝
上
り
は
な
〞
は
近
所

の
人
た
ち
の
お
茶
飲
み
場
と
し

て
の
広
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
が
社
会
人
に
な
る
と

養
蚕
は
付
き
合
い
程
度
に
な
り

ま
し
た
。〝
上
り
は
な
〞
は
両

親
が
養
蚕
仲
間
と
バ
ス
旅
行
を

計
画
し
た
り
す
る
相
談
所
の
よ

う
な
場
所
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
両
親
が
亡
く
な
る

と
古
い
家
は
使
わ
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
５
年
ほ
ど
前
か

ら
従
兄
弟
や
友
人
が
集
ま
っ

て
、〝
上
り
は
な
〞
で
お
茶
や

お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
地
域
の
人

た
ち
と
行
事
の
相
談
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ

北
毛
保
健
生
協
で
「
居
場
所
づ

く
り
」
が
話
題
に
な
り
、〝
上

り
は
な
〞
を
使
っ
て
「
分
郷
八

崎
み
ん
な
の
居
場
所　

は
ぁ
〜

ち
ゃ
ん
家
」を
は
じ
め
ま
し
た
。

是
非
一
度
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。 

（
生
方
肇
）

●

戦
後
、
医
者
に
か
か
れ
な
い

貧
し
い
人
々
を
救
う
た
め
、
無

産
者
診
療
所
を
誕
生
さ
せ
て
か

ら
、
今
日
ま
で
北
毛
保
健
生
協

は
た
く
さ
ん
の
人
々
の
力
で
支

え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
知
り
、

歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。

●

生
協
の
歴
史
、
病
院
・
診
療

所
の
歴
史
と
そ
れ
に
関
わ
ら
れ

た
先
生
方
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
の
職
場
の
当
た
り
前
の

形
が
、
こ
う
し
た
歴
史
に
よ
っ

て
作
ら
れ
て
き
た
と
思
う
と
、

一
つ
ひ
と
つ
に
重
み
を
感
じ
ま

し
た
。
日
々
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

●

発
足
当
時
か
ら
地
域
に
根
付

い
た
医
療
福
祉
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
働
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
私
自
身
も
地
域
に
寄

り
添
う
こ
と
が
少
し
で
も
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

●

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
や
健
康
体
で

あ
っ
た
と
し
て
も
予
防
す
る
こ

と
で
健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

●

憲
法
や
法
律
か
ら
生
協
法
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

組
合
員
と
出
資
金
に
つ
い
て
、

組
合
員
の
権
利
と
義
務
に
つ
い

て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

●

戦
争
を
乗
り
越
え
て
作
ら
れ

て
き
た
医
療
生
協
の
仕
組
み
や

信
念
。
自
分
に
も
関
わ
っ
て
く

る
こ
と
な
の
で
、
冊
子
を
い
た

だ
き
、
お
話
を
聞
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

●

「
ど
ん
な
に
時
代
や
価
値
観

が
変
わ
っ
て
も
積
み
重
ね
て
き

た
も
の
の
上
に
で
き
て
い
く
も

の
だ
か
ら
」と
い
う
お
言
葉
に
、

と
て
も
心
が
動
か
さ
れ
ま
し

た
。
組
合
員
の
み
な
さ
ま
が
ど

の
よ
う
に
組
織
運
営
に
携
わ
っ

て
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
な

ど
、
こ
れ
か
ら
も
学
び
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●

患
者
さ
ん
の
知
る
権
利
は
特

に
症
状
説
明
時
な
ど
必
要
不
可

欠
な
も
の
だ
と
わ
か
り
、
自
分

だ
け
で
な
く
他
者
の
い
の
ち
も

大
切
に
し
よ
う
と
い
う
意
識
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

●

現
在
の
高
齢
化
の
現
状
や
コ

ロ
ナ
禍
な
ど
社
会
環
境
の
大
き

な
変
化
を
知
る
こ
と
で
老
人
福

祉
法
の
必
要
性
な
ど
理
解
を
深

め
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
自
身

の
権
利
と
責
任
を
明
ら
か
に

し
、
個
人
を
尊
重
す
る
こ
と
が

最
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
深
く
感
じ
ま
し
た
。

●

近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
や
海
外
で

の
戦
争
の
影
響
で
命
が
失
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
世
の
中
で
、
い

の
ち
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

や
考
え
方
に
つ
い
て
学
べ
た
こ

と
は
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

●

「
１
人
で
健
康
に
な
っ
て
も

つ
ま
ら
な
い
、
み
ん
な
で
健
康

に
な
ら
な
き
ゃ
ね
」
と
い
う
言

葉
に
、
生
協
を
運
営
さ
れ
て
き

た
み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
い
の
ち
の
章
典

か
ら
保
健
生
協
の
理
念
を
も
っ

と
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
講
義
時
間
を
短
縮
し
て
の
半
日
開
催
で
し
た
が
、
職
員
・

組
合
員
が
北
毛
保
健
生
協
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
た
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

全
体
を
通
し
て
、
新
し
い
視
点
が
で
き
た
と
さ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
多
く
い
た
だ
き
、
北
毛
保
健
生

協
を
は
じ
め
と
し
た
物
事
を
、
色
々
な
角
度
か
ら
考
察
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
視
界
が
広
が
る
こ
と
で
、
様
々
な
活
動
や
可
能
性
を
考
え
ら
れ
る
た
め
、
改

め
て
学
び
の
重
要
性
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
（
土
）
第
25
回
医
療
生
協
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。
受

講
生
は
組
合
員
14
人
、
新
入
職
員
13
人
で
し
た
。
講
師
は
教
育
文
化

委
員
が
担
当
し
、
第
１
講
座
は
「
北
毛
保
健
生
協
の
歴
史
と
あ
ゆ
み
」、

第
２
講
座
は
「
生
協
法
（
消
費
生
活
協
同
組
合
法
）」、第
３
講
座
は
「
い

の
ち
の
章
典
」
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
意
見
や
感
想
を
講
座
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

発　　行　　所

北毛保健生活協同組合
〒 377-0005　渋川市有馬２３７－１
TEL 0279-24-2141　FAX 0279-24-8873
発行責任者　阿 久 澤 　 昹
編集責任者　くらしと医療編集委員会
印　刷　所　上 武 印 刷 株 式 会 社

北毛保健生協組合員現勢
　　　　　　　　　2022年４月末時点
組合員 ………………　 18,028人
出資金 ……………７億4,031万円
１人平均出資金 ……　 41,064円

組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

〝
生
協
の
歴
史
〞 

よ
く
わ
か
っ
た

第
25
回
　
医
療
生
協
学
校

全過程を終了した受講者のみなさん

第
❷
講
座

　
生 

協 

法

第
❶
講
座

北
毛
保
健
生
協
の

 

歴
史
と
あ
ゆ
み

第
❸
講
座

い
の
ち
の
章
典

大腸肛門外来　第２月曜日　夜間外来（予約制）が始まりました。おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽にお問い合わせください。

　⑴　2022年６月５日 第 541 号●



く　ら　し　と　医　療

〔
榛
東
〕

小
　
澤
　
　
　
颯

牧
　
口
　
　
　
功

〔
吉
岡
〕

大
河
原
　
美
　
穂

小
　
林
　
ヒ
サ
子

篠
　
原
　
　
　
明

髙
　
橋
　
恭
　
子

森
　
田
　
利
　
彦

〔
八
木
原
〕

高
　
橋
　
利
　
明

〔
市
街
地
〕

上
　
木
　
修
　
司

原
　
　
　
と
　
わ

原
　
　
　
正
　
典

星
　
野
　
　
　
誠

〔
金
島
〕

角
　
田
　
絹
　
江

〔
子
持
〕

小
　
菅
　
源
　
一

〔
小
野
上
〕

飯
　
塚
　
永
　
子

〔
赤
城
〕

都
　
丸
　
輝
　
弘

都
　
丸
　
壽
　
江

都
　
丸
　
美
　
好

都
　
丸
　
米
　
子

橋
　
本
　
カ
　
ウ

〔
北
橘
〕

小
　
山
　
き
　
よ

〔
市
街
地
〕

落
　
合
　
　
　
宏

〔
金
島
〕

清
　
水
　
重
　
雄

清
　
水
　
シ
ツ
子

清
　
水
　
　
　
保

清
　
水
　
　
　
守

平
　
形
　
和
　
久

〔
子
持
〕

峯
　
岸
　
テ
ル
子

〔
小
野
上
〕

飯
　
塚
　
春
　
枝

唐
　
澤
　
崇
　
子

〔
吉
岡
〕

狩
　
野
　
佳
　
子

〔
金
島
〕

浅
　
見
　
安
　
子

荒
　
木
　
昭
　
夫

荒
　
木
　
由
美
子

飯
　
塚
　
　
　
勇

飯
　
塚
　
和
　
子

飯
　
塚
　
勝
　
明

石
　
田
　
よ
り
子

大
　
原
　
郁
　
代

加
　
藤
　
悦
　
子

加
　
藤
　
千
　
恵

桑
　
島
　
ス
ミ
エ

今
　
野
　
由
美
子

今
　
野
　
義
　
雄

品
　
川
　
待
　
子

篠
　
原
　
ゆ
か
り

柴
　
田
　
敏
　
子

高
　
橋
　
　
　
進

髙
　
橋
　
行
　
子

髙
　
山
　
幸
　
子

田
　
口
　
福
　
次

角
　
田
　
聖
　
名

中
　
澤
　
袈
代
子

中
　
澤
　
眞
　
理

中
　
野
　
　
　
泰

中
　
野
　
良
　
枝

萩
　
原
　
和
　
子

樋
　
田
　
貞
　
男

福
　
島
　
春
　
子

福
　
島
　
由
紀
子

堀
　
地
　
徳
　
男

堀
　
地
　
如
　
子

丸
　
橋
　
和
　
子

森
　
田
　
悦
　
子

吉
　
田
　
小
夜
子

渡
　
部
　
玲
　
子

〔
子
持
〕

浅
　
田
　
文
　
雄

飯
　
田
　
和
　
江

石
　
坂
　
重
　
信

石
　
坂
　
美
保
子

井
　
上
　
知
　
子

井
　
上
　
幸
　
夫

生
　
方
　
カ
ツ
ヨ

生
　
方
　
洋
　
子

小
　
口
　
喜
右
子

小
　
澤
　
和
　
幸

小
　
澤
　
房
　
子

小
　
澤
　
好
　
男

金
　
井
　
美
枝
子

木
　
村
　
好
　
美

木
　
暮
　
　
　
茂

後
　
藤
　
尚
　
一

後
　
藤
　
た
い
子

後
　
藤
　
真
貴
子

後
　
藤
　
頼
　
子

小
　
林
　
健
　
二

斉
　
藤
　
照
　
正

斉
　
藤
　
は
る
子

島
　
田
　
京
　
香

島
　
田
　
憲
　
子

島
　
田
　
　
　
誠

島
　
田
　
　
　
優

髙
　
田
　
多
　
城

埜
　
田
　
和
　
子

原
　
口
　
朝
　
子

原
　
口
　
利
　
男

原
　
田
　
一
　
馬

原
　
田
　
邦
　
子

藤
　
井
　
エ
　
イ

星
　
野
　
ト
ク
子

峯
　
岸
　
達
　
也

峯
　
岸
　
テ
ル
子

横
　
山
　
淳
　
子

脇
　
　
　
あ
い
子

〔
小
野
上
〕

飯
　
塚
　
た
け
子

生
　
方
　
次
　
郎

小
　
野
　
浩
　
子

小
　
野
　
文
　
子

小
　
野
　
　
　
實

金
　
子
　
婦
　
じ

唐
　
澤
　
崇
　
子

木
　
村
　
京
　
子

小
　
池
　
あ
ゆ
み

小
　
池
　
幸
　
代

小
　
池
　
直
　
枝

小
　
林
　
ち
づ
子

佐
　
藤
　
あ
き
子

佐
　
藤
　
和
　
代

佐
　
藤
　
　
　
尚

佐
　
藤
　
真
　
弓

佐
　
藤
　
美
　
歩

佐
　
藤
　
　
　
豊

田
　
村
　
晴
　
幸

田
　
村
　
久
　
子

中
　
澤
　
玉
　
江

野
　
田
　
千
枝
子

野
　
村
　
き
　
よ

宮
　
下
　
國
　
雄

宮
　
下
　
敏
　
江

吉
　
澤
　
キ
ミ
エ

吉
　
澤
　
タ
マ
エ

吉
　
澤
　
廣
　
治

〔
赤
城
〕

阿
　
部
　
初
　
江

荒
　
田
　
幸
　
江

岩
　
井
　
　
　
栄

生
　
方
　
く
に
子

狩
　
野
　
　
　
孝

神
　
谷
　
順
　
子

桒
　
原
　
義
　
子

木
　
暮
　
す
み
江

木
　
暮
　
敏
　
二

木
　
暮
　
は
つ
子

木
　
暮
　
洋
　
子

樋
　
口
　
キ
ク
ヨ

宮
　
内
　
孝
　
子

宮
　
内
　
政
　
己

〔
北
橘
〕

井
　
上
　
邦
　
夫

井
　
上
　
春
　
江

井
　
上
　
光
　
野

加
　
藤
　
新
　
一

加
　
藤
　
俊
　
子

狩
　
野
　
キ
ヌ
エ

嶋
　
村
　
フ
ヂ
子

田
　
中
　
ト
シ
エ

萩
　
原
　
元
　
子

藤
　
井
　
喜
久
男

藤
　
井
　
清
　
江

藤
　
井
　
洵
　
子

藤
　
井
　
ト
シ
子

藤
　
川
　
み
や
子

〔
伊
香
保
〕

足
　
立
　
君
　
子

足
　
立
　
　
　
茂

井
　
嶋
　
武
　
令

井
　
嶋
　
利
　
子

井
　
上
　
　
　
季

小
此
木
　
し
な
子

加
　
藤
　
け
い
子

金
　
田
　
邦
　
雄

小
　
暮
　
弘
　
子

中
　
澤
　
ヒ
　
サ

永
　
田
　
良
　
男

福
　
島
　
て
る
み

藤
　
岡
　
正
　
彦

渡
　
邉
　
　
　
晃

定
年
後
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
し
て
、健
康
な
く
ら
し
を
!!

２
０
２
２
年
４
月

加
　
　
　
　
入

積
　
　
　
　
立

増
　
　
　
　
資

　バザーの収益は日本高齢者大会への支部・職場代表派遣な
どの社保活動に活用させていただきます。
　多くの品揃えをしてお待ちしておりますので楽しみにお出
かけください！

日　時：７月２日（土）12：00～
場　所：北毛病院駐車場（雨天時組合員ホール２階）

★品物のご提供をお待ちしております。
　日用品、シーツ、タオル、石鹸、台所用品、食器、おもちゃ、
電化製品（使用可能なもの）、農作物等。
※古着は取り扱いません。
※�バザー商品の提供受付期間は６月20日㈪～６月28日㈫と
させていただきます。
★問い合わせは、北毛保健生協事務局まで（☎24－2141）

　４月26日にウォーキングイベントとしては第６回目となる「ほくも
う健康ウォークエスト」が開催されました。「ウォーク＝歩く」と「ク
エスト＝探検、冒険」の意味を掛け合わせ、「ウォークエスト＝歩いて
探検、冒険」という意味です。
　朝から曇天で途中小雨が降る場面もありましたが、53人が参加して
最後まで実施することができました。
　渋川市総合公園の敷地内に設置した５か所のチェックポイントで脳
トレ問題を解きながら、１周約４kmを歩くコースで行われました。感
染対策として、午前10時から午後２時までの間に受付順にスタートす
る分散スタート形式としました。
　参加者からは、“きれいな緑やつつじを見ながら歩けて楽しかった”
“脳トレ問題で頭の体操ができた”などの感想や、次も参加したいとい
う声も多くいただきました。今後も楽しく参加いただけるよう企画し
ていきますので、たくさんの方々の参加をお待ちしています。

社保平和バザー開催

ウォーキング＋脳トレで頭も体もいきいき！
　

４
月
23
日
、
渋
川
市
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
て
三
者
協

（
コ
ー
プ
ぐ
ん
ま
、
渋
川
北
群

馬
民
商
、
北
毛
保
健
生
協
）
に

よ
る
春
の
学
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
定

年
退
職
が
見
え
て
き
た　

そ
の

時
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？
」。

　

コ
ー
プ
ぐ
ん
ま
共
済
部
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー　

久
下
香
氏
を
講
師
に
迎
え
、
定

年
退
職
後
の
生
活
費
や
健
康
保

険
、雇
用
保
険
に
関
す
る
こ
と
、

退
職
金
に
か
か
る
税
金
、
年
金

な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま

す
。

・
女
性
50
代　

何
も
計
画
し
な

い
で
生
活
し
て
き
た
。
今
回
の

お
話
を
聞
い
て
、
今
後
の
生
活

に
気
を
つ
け
、
プ
ラ
ン
を
立
て

て
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
た
。
生
活
の
見
直
し
時
期

に
き
て
い
る
と
思
っ
た
。
と
て

も
良
い
学
習
会
に
参
加
で
き
て

良
か
っ
た
。

・
女
性
50
代　

現
在
の
家
計
の

見
直
し
や
、
10
年
後
に
か
か
る

費
用
の
算
出
な
ど
、
今
行
う
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
何
歳

ぐ
ら
い
ま
で
ど
の
よ
う
に
働
く

か
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
プ
ラ
ン

を
立
て
た
い
と
思
う
。

・
女
性
60
代　

老
後
資
金
の
計

算
の
仕
方
が
分
か
り
、
少
し

ほ
っ
と
で
き
た
。
す
ぐ
に
家
族

で
見
直
し
や
話
し
合
い
を
行
え

れ
ば
と
思
う
。
30
年
後
の
生
活

が
豊
か
で
あ
る
よ
う
に
今
見
直

す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
長

生
き
で
き
る
よ
う
生
活
も
見
直

し
た
い
。

・
女
性
40
代　

難
し
い
言
葉
や

名
前
が
出
て
き
た
が
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
も
ら
っ
て
良

か
っ
た
。
１
ヵ
月
の
収
入
と
支

出
を
把
握
し
て
い
こ
う
と
思

う
。
預
貯
金
も
し
っ
か
り
確
認

し
た
い
。

　３年前「くらしと医療」配布者さんから、北毛病院での日
帰り人間ドックの話を聞き、受診しました。ピロリ菌が見つ
かりましたが、その他は特に異常は無かったのです。その時
は。最後の日、担当の先生が「他に何か気になっていること
は無いかい？」と気さくにお声がけしてくださいました。「右
腹の下の方がどうも…」と答えたら、すぐに診察してくださ
り画像診断の結果「残念ながら、僕には治してあげられない
んだよ。群大に紹介するので、そちらに早く行ってみてくだ
さい」とのお言葉でした。北毛病院には、婦人科が無いのでと。
おかげさまで無事、手術と治療も終わりました。先生のあの
ひと言で、私は今も元気です。北毛病院で良かった。だから
私は安心です。

� （ペンネーム　よんちゃん）

～先生のひと言で～私の体験談

三
者
協
　
春
の
学
習
会

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

た
分
か
り
や
す
い

講
演

風薫る新緑の中をウォーキング チェックポイントで脳トレクイズに挑戦

検査時間15分でＯＫ。結果は3日で郵送します。　注：朝食を食べずに来院下さい。　問い合わせ先：北毛病院検査室　☎0279-25-2074》
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く　ら　し　と　医　療

医療講座医療講座

健
康
診
断
と
人
間
ド
ッ
ク

〜
健
康
寿
命
を
伸
ば
そ
う
〜

北
毛
病
院
　
内
科
　
植
　
野
　
貴
　
也

〔－は休診〕北毛保健生協外来医師診療表（2022年６月～） 北毛病院 (24)1234    北毛診療所 (24)2818 

機
関
紙
編
集
委
員
会

委
員
会
紹
介
①

記
事
は
わ
か
り
や
す
さ
が
第
一

―
機
関
紙
学
校
で
学
ん
だ

紙
面
づ
く
り
―

機
関
紙
編
集
委
員
会
委
員
長

中
澤
　
　
勤

　

５
月
18
日
、
組
合
員
ホ
ー
ル

に
て
「
機
関
紙
学
校
」
を
開
催

し
、
機
関
紙
の
つ
く
り
方
を
学

び
ま
し
た
。
講
師
は
、
日
本
機

関
紙
協
会
の
白
岩
壽
光
氏
。
機

関
紙
編
集
委
員
及
び
支
部

ニ
ュ
ー
ス
担
当
者
を
中
心
に
23

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
学

ん
だ
機
関
紙
の
つ
く
り
方
の
ポ

イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。

機
関
紙
の
つ
く
り
方
は
わ
か
り

や
す
さ
が
大
事

① 

白
い
紙
面
を
作
ろ
う
、
漢
字

使
用
は
30
％
。
５
行
で
改
行

す
る
。
１
行
12
文
字
く
ら
い

と
す
る
。

② 

視
線
の
流
れ
に
注
目
、
右
上

か
ら
左
下
の
流
れ
。

③ 

見
出
し
は
複
数
立
て
る
。
読

者
は
見
出
し
か
ら
読
む
。

④ 

罫
線
に
も
意
味
が
あ
る
。
太

い
線
に
細
い
線
を
添
え
る
子

　

昨
今
、
平
均
寿
命
の
延
伸
に

伴
い
、
自
立
し
た
生
活
を
送
れ

る
期
間
で
あ
る
健
康
寿
命
の
重

要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
長
く
健
康
に
生
き

た
い
と
い
う
の
は
多
く
の
方
に

と
っ
て
関
心
事
で
し
ょ
う
。
今

回
は
そ
の
一
助
と
し
て
健
康
診

断
と
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

健
康
診
断
は
自
身
の
健
康
状

態
を
診
断
し
、
病
気
の
予
兆
が

な
い
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

　

高
血
圧
、
糖
尿
病
と
い
っ
た

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な

い
場
合
が
多
く
、
自
分
で
は
健

康
と
思
っ
て
い
る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
様
々
な
病
気

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

高
血
圧
は
脳
出
血
や
脳
梗
塞
、

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
原

因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
生
活
習
慣
病
や
、

が
ん
と
い
っ
た
様
々
な
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
病
気
の
予
防
も

目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
検
査

結
果
を
見
て
、
自
身
の
生
活
習

慣
を
振
り
返
り
、
改
善
す
る

き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
で
予
防

の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

持
罫
線
は
訃
報
の
意
味
が
あ

る
。
写
真
を
黒
枠
で
飾
ら
な

い
、
こ
れ
も
訃
報
に
な
る
。

⑤ 

動
き
の
あ
る
写
真
を
撮
る
。

記
念
写
真
的
な
の
は
駄
目
。

後
ろ
向
き
の
写
真
は
好
ま
し

く
な
い
。

支
部
ニ
ュ
ー
ス
講
評

① 

写
真
説
明
は
具
体
的
に
す

る
。
例「
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
」

は
「
手
足
を
動
か
し
て
レ
イ

ン
ボ
ー
体
操
」
な
ど
。

② 

見
出
し
は
罫
線
で
囲
ま
な
い

ほ
う
が
よ
い
。

③ 

文
末
に
は
カ
ッ
ト
や
写
真
な

ど
は
配
置
し
な
い
。

④ 

コ
ラ
ム
な
ど
の
連
載
記
事
を

載
せ
る
こ
と
で
読
者
を
作
れ

る
。例　

市
街
地
支
部
の「
心

　

さ
て
、
健
康
診
断
で
行
わ
れ

る
検
査
は
血
液
検
査
、尿
検
査
、

血
圧
測
定
、
身
長
、
体
重
、
腹

囲
、
視
力
や
聴
力
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
、
心
電
図
検
査
、
医
師

に
よ
る
問
診
で
す
。
健
康
診
断

で
は
体
の
状
態
を
大
ま
か
に
検

査
し
、主
だ
っ
た
生
活
習
慣
病
、

貧
血
、
心
臓
の
病
気
、
肺
が
ん

な
ど
が
な
い
か
、
そ
の
予
兆
が

な
い
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

企
業
は
勤
め
て
い
る
労
働
者

に
対
し
て
健
康
診
断
を
受
け
さ

せ
る
義
務
が
あ
り
、
毎
年
定
期

的
に
行
わ
れ
る
検
査
で
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
は
任
意
検
査
で

あ
り
、
受
け
る
か
受
け
な
い
か

は
個
人
の
裁
量
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
分
、
健
康
診
断
に
比
べ

て
検
査
項
目
が
広
く
、
健
康
診

断
で
は
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
病
気
の
早
期
発
見
と
予

防
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
で
は
健
康
診
断

で
行
わ
れ
る
検
査
に
加
え
て
、

呼
吸
機
能
検
査
、
Ｃ
Ｔ
画
像
検

査
、胃
カ
メ
ラ
、大
腸
内
視
鏡
、

超
音
波
検
査
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
、子
宮
頸
が
ん
細
胞
診
、

骨
密
度
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
、

電
図
」
な
ど
。 

⑤ 
見
出
し
に
は
「
？
」「
！
」

な
ど
の
記
号
は
使
わ
な
い
よ

う
に
す
る
。
言
い
切
る
こ
と

が
大
切
に
な
る
。

⑥ 

横
組
み
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
紙

面
を
ふ
た
つ
か
３
つ
く
ら
い

に
分
割
す
る
。

⑦ 

見
出
し
に
は
結
論
を
書
く
こ

と
。「
活
動
再
開
」
な
ら
、

ど
の
よ
う
に
し
て
再
開
し
た

の
か
具
体
的
に
書
く
。

⑧ 

組
合
員
数
、
加
入
率
、
配
布

率
な
ど
支
部
の
様
子
が
分
か

る
も
の
を
載
せ
る
。

⑨
中
段
罫
線
は
い
ら
な
い
。

　

支
部
ニ
ュ
ー
ス
講
評
で
は
、

全
支
部
の
支
部
ニ
ュ
ー
ス
の
良

い
点
、
悪
い
点
を
丁
寧
に
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
、
読
み

や
す
い
機
関
紙
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
今
回
の
機
関
紙
学
校

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
道
が
ん
な
ど
、
よ
り
多
く
の

が
ん
や
肺
気
腫
、
肺
炎
と
い
っ

た
呼
吸
器
疾
患
と
様
々
な
検
査

を
通
し
て
、
体
を
よ
り
詳
し
く

検
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
身
の
性
別
・
年
齢
・
心
配

事
に
合
わ
せ
て
、
よ
り
詳
細
に

必
要
な
検
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
今
ま
で
は
健
康
診

断
し
か
受
け
て
い
な
か
っ
た
方

や
健
康
診
断
を
一
度
も
受
け
た

こ
と
が
な
い
方
も
こ
の
機
会
に

一
度
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
い
た
だ
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

長
く
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
定
期
的
に
検
査
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。

注　

北
毛
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク

で
は
、
実
施
し
て
い
な
い
検
査

項
目
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
健
診
科
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

支
部
ニ
ュ
ー
ス
講
評
の
よ
う
す

《“日曜お手軽健診”実施中！〈採血検査です。内容は肝機能・脂質・腎機能・貧血等の検査〉毎週日曜日の午前9時～12時。料金1,500円。
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く　ら　し　と　医　療

医　　　師

言語聴覚士

看 護 助 手

看　護　師

介 護 職 員

調　理　師

調理補助員

運　転　手

常勤・パート

常勤

常勤・パート

パート

常勤・パート

常勤・パート

常勤・パート

パート

ご連絡の上、履歴書をお送りください。
（連絡先）
　渋川市有馬237-1
　北毛保健生活協同組合
　総務部　鈴木まで
　　　　　TEL 0279-24-1234

職員募集職員募集職員募集

私も
配って
ます

私も
配って
ます

　
金
島
支
部宮

内
香
代
子
さ
ん

●
配
布
者
さ
ん
紹
介
●

わたしの一枚
 小野上支部　唐澤　崇子
　お隣から、生まれたばかりの仔猫２匹をもらい、飼いはじ
めて９か月になりました。家の中で飼っているので障子、畳、
こたつ掛け等すっかり、あばら家になりました。しかし娘に
それが、猫たちの仕事なん
だから怒ってはダメと言わ
れ、何をされても怒らず優
しく育てていました。する
と甘えん坊になり、お客が
来ると喜んで人見知りもせ
ず、すぐなつくので皆に可
愛がられています。今では、
一人暮らしから３人家族の
ようで、なくてはならない
存在です。左がオスのリオ、
右がメスのマロです。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
私
は
北
毛

診
療
所
の
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私
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吉岡支部　ダンベル班会 金島支部　下川島サロン

北橘支部　はーちゃん家 有馬支部　下中有馬班会

小野上支部　健康チェック 赤城支部　バラの会

活　動　紹　介

吉岡支部　ダンベル班会 金島支部　下川島サロン
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北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家北橘支部　はーちゃん家 有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会有馬支部　下中有馬班会

　ささいな口の衰えから、嚙む力、飲み込む力
が衰え、固いものを避けて柔らかなものを食べ
る。その結果、舌の動きも悪くなる、唾液の出
も悪くなる。そうして栄養不足に陥っていきま
す。口は命の入り口、心の出口。病気の入り口
にしないために、懐かしい吹き戻し（ピロピロ）
を使い、遊び感覚で口腔機能をアップさせましょ
う！

※ロングピロピロは組織部にて１本650円で販売中です。
※ロングピロピロ継続利用応援企画（下取り制度）
ロングピロピロを継続して使っていただくために、壊れ
たりして使えなくなったロングピロピロを持参した方
にかぎり、１本600円で販売いたします。

昔懐かし吹き戻しで
口腔機能をアップ！
昔懐かし吹き戻しで
口腔機能をアップ！

生協山の会からのお知らせ
　2022年度上期の山行計画を下表のように企画しました。
　新型コロナウイルスの感染拡大のため２年間活動を休止していましたが、４月から再開しまし
た。
　バス利用に関しては、感染対策として定員28人のところを15人までとして対応しています。
　山を愛し、心身の健康づくりのために、一緒に楽しく山登りをしませんか？
　入会申込みは、生協組織部（24-2141）へ。

北毛保健生協　山の会

注１　入会資格は、北毛保健生協の職員・組合員及びその家族であること。　　注２　会費は、1,000円（年会費）です。
注３　難易度は、目安程度にお考え下さい。その日の天候や体調により異なります。
注４　会費を納入した会員には、山行計画書をその都度又は一括して郵送（又は配付）します。
注５　2022年度の総会を４月２日（土）に開催しました。

2022年度上期　山行計画

月例会日程 山行先 標高（ｍ） 難易度 地域・方面 特　徴

７月10日（日） 三頭山 1,531 一般 東京都奥多摩 ブナの原生林（都内で唯一）

８月11日（木） 至仏山 2,228 健脚向き みなかみ町、片品村 多彩な高山植物

９月26日（月） 芳ヶ平、チャツ
ボミゴケ公園 1,832 一般 草津町、中之条町 ラムサール条約登録湿地

平和行進のお知らせ
2022年 原水爆禁止国民平和大行進

１歩でも２歩でも
　　　　一緒に歩きませんか？

※下記以外の網の目行進は行いませんので、ご了承ください。

★集合時間等、詳細のお問い合わせは、

北毛保健生協事務局まで（☎24－ 2141）

日　程 本・網の目コース 時　　間

７月14日

（木）

①小野上支所→

金島→渋川市役

所(第二庁舎)

②子持→渋川市

役所（第二庁舎）

① 小野上支所（12：00）～金

島ふれあいセンター（14：00）

～ 渋川民商（15：00）～ 渋川

市役所第二庁舎（16：00）

② 子持支所（15：00） ～ 渋

川市役所第二庁舎（16：00）

７月15日

（金）

③渋川→前橋 ③ 渋川市役所第二庁舎（10：

00）～渋川駅（10：20）～ 半

田集会所（11：30） ～ 坂東橋

（12：30）

無料法律相談　毎月第１月曜日　午後７時～　渋川民商事務所（金井本町）に於いて　顧問弁護士による無料法律相談を行っています。お問い合わせは☎22-1482無料法律相談

2022年６月５日　⑷●　第 541 号
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